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／国

本語能

目的 日本国

る。  

実施 国内で

団法人交流協

実施レベル・

レベル 

Ｎ１ 

Ｎ２ 

本語教

目的 日本語

践につながる体

応する能力が基

出題範囲 

結果の活用状

国際協力機構

能力試

国内及び海外

では公益財団

協会と共催）が

試験科目 

言語知識（

教育能

語教員となるた

体系的な知識

基礎的な水準

状況 日本語

構：青年海外協

試験 

外において、日

団法人日本国

が現地共催機

試験科目 

（文字・語彙・

聴  解 

能力検定

ために学習し

識が基礎的な

準に達している

語教育振興協

協力隊日本語

日本語を母語

国際教育支援

関の協力を得

文法）・読解

定試験

している者、日

な水準に達して

るかどうかを検

■ 受

協会：日本語教

語教師の選考

語としない者を

援協会が実施

得て実施。 

レ

 

験 

日本語教員と

ているかどうか

検定することを

受験者の属性

教員の資格／

考／民間の日

を対象として、

施し、海外では

レベル 

Ｎ３ 

Ｎ４ 

Ｎ５ 

して教育に携

か、状況に応じ

を目的とする。

（平成２３年度

／国際交流基

本語学校：教

日本語能力

は独立行政法

言語知

言語知

携わっている者

じてそれらの知

。 

度） 

基金：海外派

教員採用など 

を測定し、認

法人国際交流

試験科目 

知識（文字・語

知識（文法）・読

聴  解 

者を対象として

知識を関連づ

派遣日本語指

認定することを

流基金（台湾で

語彙） 

読解 

て、日本語教

づけ多様な現

指導助手等の

目的

では、

教育の

現場に

選考
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